
受験勉強の早期スタートで、見事志望校合格を果たした先輩たちの声から勉強のヒントを得よう！   「合格体験記」はこちらから。 →www.toshin.com

解答は裏面へ！ 

東進数学科講師・志
し だ

田 晶
あきら

先生
東進数学科講師・志田 晶先生による紙上講義！

　東大、京大をはじめとする難関大合格へ受講者を導いた
若き数学科トップ講師は、わかりやすさを徹底的に追求する。
「数学的な考え方」を身につける授業で、今まで何気なく
使っていた公式や解法の一つ一つが、意味を伴った強力な武
器となる。センター～東大レベルまで貫かれる本格派の講義
は絶大な人気を誇る。全国模試、テキストの作成チーフとして
活躍した経歴を持ち、参考書も数多く執筆する実力派講師。

　「図形と計量」、「図形と方程式」、「ベクトル」
などの図形分野は入試では合否を分ける問題に
なりやすいところ。特に「ベクトル」は抽象的な
ので多くの人が苦手意識を持っている分野であ
る。そこで今回の学力増進号では、「係数の和１
の公式」（共線条件）を紹介し、ベクトルの一次
結合で表された式の図形的な意味を解説する。

学力増進号
vol.12
～2015～

数学B
「ベクトル」編

図形問題で差をつけろ！
受験生が苦手とする「ベクトル」の攻略法を伝授。

係数の和を１にしよう !!
　ベクトルでは、係数の和が１ということが頻繁に出現します。

例１ 線分ＡＢを１：２に内分する点Ｐ

例2 線分ＡＢを５：３に外分する点Ｑ

　これを応用したものが次の「係数の和１の公式」です。自著の『決定
版　志田晶のベクトルが面白いほどわかる本』（中経出版）や東進の講座
『難関二次・私大数学Ⅰ・Ａ／Ⅱ・Ｂ』などで扱っている便利な公式を今回
は東進タイムズの読者に教えちゃいます。

　この「係数の和１の公式」を使うと、ベクトルの１次結合をいろんな視点
から見ることができます。
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 ＜その2＞

 ＯＰ＝ 3
5（ 1

3 ＯＡ）＋ 2
5 ＯＢと変形すると、

 ＯＲ＝ 1
3 ＯＡで点Ｒを定義するとき、点Ｐは

 線分ＲＢを２：３に内分する点 （図 2）。
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　では、

　　ＯＰ＝
1
5 ＯＡ＋

4
5（ 1

2 ＯＢ）
と変形したときの図形的意味はわかるかな？
答えは東進ドットコムで解説します！

　「係数の和１の公式」を使うと、この問題は瞬殺です（ウラを見よ！）。

◇係数の和１の公式
　ＯＡ ，ＯＢ は１次独立する. ＯＰ= xＯＡ+ yＯＢ において , 次の
（Ⅰ）,（Ⅱ）は同値である.

　（Ⅰ）　 x + y =１
　（Ⅱ）　点Ｐが直線ＡＢ上にある

例3 ＯＰ＝ 1
5 ＯＡ＋

2
5 ＯＢのいろいろな見方

 ＜その１＞

 ＯＰ＝ 3
5（ 1

3 ＯＡ＋
2
3 ＯＢ）と変形すると、ＯＰは

 ＯＱ＝ 1
3 ＯＡ＋

2
3 ＯＢ（←線分ＡＢを２：１に内分する点を表す）

 を 3
5 倍したもの （図 1）。

係数の和１

係数の和１

問題１

　△ＯＡＢの辺ＡＢを３：１, 辺ＯＢを１：２に内分する点をそれぞれ

Ｐ, Ｑとし , ＯＰとＡＱの交点をＲとする. このとき, ＯＲをＯＡ ,ＯＢを

用いて表せ .



東大現役合格者の2.9人に1人が東進生。東進の抜群の「合格実績」とその理由はこちらから。 →www.toshin.com

ハッキリ言って合格実績が自慢です!! 大学受験なら、

東進ドットコムはスマートフォン・ケータイからもアクセスできます！
185大学の過去問も閲覧可！！
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今すぐアクセス今すぐアクセス 解説授業を
東進ドットコムで限定公開中！
Web限定・志田先生の特別解説授業はこちら！

　内分点の公式より、

　　ＯＰ＝
1
4 ＯＡ＋

3
4 ＯＢ

３点Ｏ , Ｒ , Ｐは一直線上にあるので、

　　ＯＲ＝kＯＰ

　　     ＝ k
4 ＯＡ＋

3k
4 ＯＢ ……①

と表される.

　ここで、ＯＱ＝ 1
3 ＯＢであるから、 ①において、ＯＢを消去すると、

ＯＲ＝ k
4 ＯＡ＋

3k
4 ・3ＯＱ

　　     ＝ k
4 ＯＡ＋

9k
4 ＯＱ

点Ｒは、 線ＡＱ上の点なので、

　　 k
4
＋ 9k

4 ＝1 となり　k＝ 2
5

　　∴ ＯＲ＝ 1
10ＯＡ＋

3
10ＯＢ

点Ｐは線分ＡＢを３：１に内分する点

点Ｒは直線ＡＱ上にあるので
ＯＲ＝○ＯＡ＋△ＯＱ
の形の１次結合を作ることができたら……、
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解答

　みんなが持っている市販の参考書に似たような問題が必ずあるはずだ
から、ぜひ較べてみてほしい。 恐らく、こんな簡単な解法ではないはずだ。 
それだけこの「係数の和１の公式」が優れものだってこと！！

　じゃあ、次の問題はどうかな？

志田はこう発想する！！

ＯＰ＝ 1
4 ＯＡ＋

3
4 ＯＢ を代入

ＯＲ＝○ＯＡ＋△ＯＱ
の形がつくれた！！

「係数の和１の公式」

①に k＝ 2
5  を代入

問題2

　四角形ＡＢＣＤを底面とする四角錐ＯＡＢＣＤは

　　ＯＡ＋ＯＣ＝ＯＢ＋ＯＤ

を満たしており,０と異なる４つの実数 p , q , r , s に対して

4点Ｐ,Ｑ,Ｒ,Ｓ を

　　ＯＰ＝pＯＡ,　ＯＱ＝qＯＢ,　ＯＲ＝rＯＣ,　ＯＳ＝sＯＤ

によって定める.このとき,Ｐ,Ｑ,Ｒ,Ｓ が同一平面上にあれば

　　 1
p ＋

1
r ＝

1
q ＋

1
s

が成立することを示せ .

 京都大（ 02）

　この問題は、空間ベクトルにおける「係数の和１の公式」を使えばほんの
一瞬で解けちゃいます（京大の問題が一瞬で解けるんですよ！！）。

例３のもう１つのＯＰの見方とともにｗｅｂ上で解説するので、興味のある人
は東進ドットコム（ｗｗｗ.ｔｏｓｈｉｎ.ｃｏｍ）にどんどんアクセスしてくれ。
　　それじゃあ、ｗｅｂ上で会おう！！


